
【トピックス】

「個人情報」とは「生存する個人に関する情報」「特定の個人を識別することがで

きるもの」「他の情報と容易に照合することができるもの」のいずれにもあたるもの

をいう。

具体的には氏名、性別、生年月日などの個人を識別する情報に限らず、個人の身体

（病歴、健康状態も含む）、財産、職種、役職等の属性に関して、事実、判断、評価

を表すすべての情 報を含む。

また、文字情報だけでなく、写真・映像・音声も「特定の個人」を識別できる限り

「個人情報」にあたる。社会福祉法人が、福祉ｻｰﾋﾞｽを提供するﾌﾟﾛｾｽにおいて取得・

利用・管理する、ｻｰﾋﾞｽ利用者等の心身の状況、その置かれている環境、他のｻｰﾋﾞｽ

や保健医療ｻｰﾋﾞｽの利用状況 等の記録は、記載された氏名、生年月日その他の記載

等により、特定の個人を識別することができるため、匿名化されたものを除いて「個

人情報」にあたる。また、介護関係事業者における、ケアプラン、介護サービス提供

に係る計画、提供したサービス内容等の記録、事故の状況等の記録についても同様で

ある。

その他、利用者の家族や、ボランティア、実習生、研修生などに関する情報も同じ

く「個人情報」にあたる。

『社会福祉法人のための個人情報保護』より

【熊救協200６,no.８】

「入学」「卒業」「異動」と慌ただしい時期を過ぎ、ほっと一段落した今日この頃

ですが、皆様の職場はいかがですか。

今回この担当が廻ってきました。何を書こうか！と考えてみましたが、何も浮かん

できません。浮かぶのは本当に歳をとったな！同勤者の年齢が子供の歳と同じだもの

！脳も毎年毎年新緑にならないかな！

ITの進歩とともに、利用者へのサービス提供も大変変化してきました。残りわずか

な期間ですが、初心にかえり、仕事に励みたいと思います。
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〈県内救護施設一覧〉

施 設 名 施 設 長 名 所 在 地 定員 開 設 年 月 日 電 話 番 号

千 草 寮 大 堀 伸 治 八代市千丁町太牟田2618 50 S 3 6 . 7 . 6 0965-46-0032

銀 杏 寮 杉 野 俊 之 熊本市春日5-17-36 60 S 3 5 . 1 2 . 1 096-352-6602

しらがね寮 小 林 望 球磨郡あさぎり町上西835-2 50 S 4 3 . 4 . 1 0966-45-6668

天 草 園 三 宅 栄一郎 天草市河浦町宮野河内3662-2 70 S 4 3 . 1 2 . 1 0 0969-78-0053

菊 池 園 林 田 瑛 菊池市泗水町吉富今寺17-1 50 S 4 7 . 1 0 . 1 1 0968-38-2956

野坂の浦荘 澤 田 陽 子 葦北郡芦北町大字田浦町358-2 50 S55. 5. 1 0966-87-2277

〈役員名簿〉 （調査・研究委員会）

役職名 職 名 氏 名 施設名 役員名 職 名 氏 名 施設名

会 長 施 設 長 林 田 瑛 菊 池 園 委 員 長 副 施 設 長 三 宅 浩 徳 天 草 園

副 会 長 副 施 設 長 永 山 恵 一 野坂の浦荘 副委員長 生活支援員 冨 田 竜 二 菊 池 園

監 事 施 設 長 大 堀 伸 治 千 草 寮 委 員 副 主 任 福 井 祥 子 銀 杏 寮

〃 介 護 職 員 岡 村 明 子 千 草 寮

〃 生活指導員 豊 永 誠 子 しらがね寮
〈各種委員会〉

〃 介護支援員 横 尾 ひ と み 野坂の浦荘

（研修委員会） （事業検討委員会）

役員名 職 名 氏 名 施設名 役員名 職 名 氏 名 施設名

委 員 長 施 設 長 小 林 望 しらがね寮 委 員 長 施 設 長 大 堀 伸 治 千 草 寮

副委員長 生活支援員 蒔 本 健 作 天 草 園 副委員長 生活支援員 松 中 直 人 天 草 園

委 員 介護スタッフ 齋 藤 あ か ね 銀 杏 寮 委 員 指 導 員 平 塚 文 博 野坂の浦荘

〃 栄 養 士 濱 崎 り う 子 菊 池 園 〃 介護支援員 江 崎 正 人 菊 池 園

〃 介 護 職 員 宮 岡 聖 子 千 草 寮 〃 生活指導員 溝 口 美 和 子 しらがね寮

〃 介護支援員 中 村 純 代 野坂の浦荘 〃 主 任 松 尾 歩 銀 杏 寮

めまぐるしく福祉の制度が変わっていく中、第三者評価が本県でもいよいよ始められよう

としています。しかし、もともと社会福祉法で、努力義務ではありますがサービスの質の自己

評価が義務づけられています。先ずは、これをクリアーしなければなりません。

業務の執行に当たっては、ＰＤＳ（ＰＤＣＡ）が基本中の基本と研修で聞いたことがありま

す。ＰＬＡＮ ＤＯ ＳＥＥ（計画→実行→評価）（ＰＤＣＡ（ＰＬＡＮ計画→ＤＯ実施→

ＣＨＥＣＫ点検→ＡＣＴＩＯＮ是正処置））のサイクルで業務の改善を図っていく手法です。

計画を立てて実行し、実行した結果を把握し、計画と突き合わせることによって、計画どおり

だったのか、ずれているのか、どこがよかったのか、悪かったのか、結果の評価をやって次に

つなげ、業務の改善を図っていく手法です。こういったサイクルは多かれ少なかれ頭の中でや

られています。しかし、第三者評価の受審までには、目に見えるようなシステムとして、この

サイクルを確立できないかと考えております。

新米施設長で戸惑うことばかりですが、熱心な職員に支えられての２ヶ月があっという間に

過ぎました。また、九救協、全救協などの会議に参加させていただきましたが、林田会長様を

初め、他の施設長様等から励ましの言葉を頂き、しっかり業務の推進に当たらなければならな

いと考えております。



【研修委員会】

平成17年度事業報告

☆職員研修会開催

第１回 H17.6.14 千丁町役場にて

講和「生活保護の動向及び個人情報保護法について」

講和「苦情解決制度及び福祉サービス第三者評価制度について」

第２回 H17.11.29 やつしろハーモニーホールにて

講和「衛生管理及び食生活について」

グループ討議「食等に関することについて」

☆研修委員会

４月、10月、１月と年３回委員会を開催した。

平成18年度事業計画

社会福祉基礎構造改革に伴う利用者の権利擁護、情報公開、サービス評価基準、苦情解

決制度等、福祉新時代に対応していくためには、職員の意識改革並びに職員の資質向上が

不可欠である。平成18年度の職員研修においても、引き続き前年度同様、利用者サービス

の質の向上に重点を置き、利用者支援研修を主体的に実施することで、専門職としての

資質向上を図る。

第１回職員研修会 Ｈ18.6.13 みゆきの里にて

講話「生活保護の動向について」

講話「個人情報保護法の運用」

第２回職員研修会 Ｈ18.10.26 みゆきの里にて

講話「精神障害について」

「各種別のグループ討議」

研修委員会予定

第１回 H18.4.18 第２回 H18.8.29 第３回 H19.1.19

【事業検討委員会】

（平成17年度事業報告）

☆合同交歓会

平成17年4月13日パークドーム熊本で開催し、来賓を含み総勢300名以上の参加を得て大

会を行われ、浮き球ベースボール・グランドゴルフ・ニチレクボールに、各施設から選手

として出場された利用者の皆さんが精一杯のプレーをされている姿を見て改めて感心し、

また大会がス ムーズに進行し怪我人もなく終了したことは各施設の職員の皆様のご協力

のおかげだと事業検 討委員会からもお礼申し上げます。

☆大分・熊本スポーツ交流会

平成17年6月9日別府市営野口原ゲートボール場で行われ15・16年度に続き、菊池園チー

ムが3連覇を達成なされました。おめでとうございます。これからも連覇されますことを期

待します。準優勝は、初参加の福岡県梅寿園チームでした。

平成17年度から事業 (３事業 )を見直し､１事業 (合同交歓会 )を縮小して行いました。

委員会は17年10月、18年2月に開催しました。

（平成18年度事業計画）

本年度は、熊本県救護施設協議会交流会 (大分・熊本スポーツ交流会）と名称を改めて

平成18年6月7日に (植木町・荒木観光ホテルグランド）事業を行うことにしました。

内容については、大分・熊本スポーツ交流会の競技種目 (ゲートボール・グランドゴルフ）

２種目を行います。なお、熊本県下の福祉事務所へのご案内も行っています。

☆事業検討委員会

11月30日 (木） 千草寮 2月下旬（千草寮）予定

委員会委員の交代

冨田竜二委員 (菊池園）大変ご苦労さまでした。交代されてもご協力くださいますようよ

ろしくお願いします。

また、新しく委員になられました江崎正人委員 (菊池園）におかれましては、前任者以上

利用者のため、委員会のため、救護施設協議会向上のため、がんばっていただきますよう

お願いします。

【調査・研究委員会】

（17年度事業報告）

17年度の委員会の開催については、当初の計画通り４回開催し、熊救協情報誌第６号・７
号を発行すると共に、近年、各施設において増加傾向にある多重債務者に対する対応マニュ
アルの作成と、利用者に対する各施設の施設内自立支援の取り組み状況について調査を行っ
た。多重債務者マニュアルについては、熊救協情報誌第７号の中で対応の事例と法律扶助協
会及び消滅時援用手続き等を紹介した。

また、施設内自立支援調査については、その一覧表（下記掲載）を作成すると共に、各施
設における支援内容の詳細をまとめて、それぞれの施設で活用できるようにした。

（18年度事業計画）
18年度は、熊救協情報誌第８号、第９号の発行及び利用者サービスに関するアンケート

（追跡調査）」「個人情報保護に関する実務的なQ&A」について調査・研究を行う。委員会
は４月、８月、10月、２月の年４回を予定している。

千 草 寮 菊 池 園 野 坂 の 浦 荘 し ら が ね 寮 銀 杏 寮 天 草 園

社
会
資
源

活
用
状
況

◇ハローワークの活用
◇授産施設への措置替
え
◇市立図書館の活用

◇図書館
◇断酒会
◇近隣農家（園外作業）
◇Ｂ＆Ｇ体育館
◇医療機関
◇小規模作業所

◇ ◇ハローワーク
◇図書館
◇医療機関

◇保健センター障害者
サロン
◇外勤作業

◇福祉事務所
◇ハローワーク
◇医療機関

Ａ
Ｄ
Ｌ
向
上

支
援
方
法

◇個別リハビリ
◇電動ハブラシ使用に
よる歯磨支援

◇歩行訓練（歩行器使
用による朝・夕の歩行訓
練）
◇麻痺・拘縮防止のリ
ハビリ（棒の上下運動に
よる上肢麻痺の防止）
◇排泄訓練（おむつは
ずし→ポータブルトイレ
での排泄を時間を決め
て行い、排尿間隔の調
査44日間実施した結果
ポータブルトイレ使用す
るようになった）

◇歩行訓練
◇体操療法
◇機械療法
◇作業療法
◇整容支援、指導
◇排泄支援、指導
◇調理実習

◇ラジオ体操
◇ストレッチ体操
◇整 容
◇ＴＶ体操
◇転倒防止
◇散歩
◇洗濯
◇３Ｂ体操

◇室内（内職）作業
◇個別リハビリ

◇ラジオ体操
◇歩行訓練
◇リハビリ器具を利用し
た軽運動
◇食事支援
◇排泄支援
◇整容支援
◇洗濯支援
◇施設内当番作業

ひ
き
こ
も
り
に

対
す
る
支
援

◇日課参加への声かけ
支援

◇草取り
◇散歩

◇各種活動への声かけ ◇グランドゴルフ
◇ニチレクボール
◇ビーチボール
◇ドッチビー
◇浮玉ベースボール
◇散 歩
◇卓 球
◇音 楽
◇図 工

◇スタッフルームでの喫
食

◇参加を声かけ支援
◇個別外出
◇散 歩
◇趣味活動支援

生
き
甲
斐
作
り
に

対
す
る
支
援

◇ガーデニング
◇リサイクル
◇読 書
◇手 芸

◇一坪農園に花・野菜
を植えて楽しむ
◇通信講座の受講
◇大正琴・茶道の講師
を招いて施設で習う
◇学習・器楽・陶芸・生
花・グランドゴルフ・ゲー
トボールをクラブ活動と
して楽しむ

◇歌謡ショー
◇映画鑑賞
◇書 籍
◇パズル作成
◇生 花
◇魚釣り

◇お 花 ◇社会見学
◇カラオケ
◇クリスマス会
◇おしゃれ（美容）
◇忘年会
◇ビデオ鑑賞
◇釣 り
◇遠 足
◇買物訓練
◇読 書
◇故郷訪問

◇マラソン大会参加
◇風船バレー大会参加
◇ウォークラリー大会参
加
◇音楽療法

◇故郷訪問
◇社会見学旅行
◇郡内温泉巡り入浴会
◇デイキャンプ
◇行事全般
◇各種クラブ活動

図工手芸・音楽・踊
り・体育・娯楽・アウトド
ア・書道・ボランティア・
園芸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
用
状
況

◇市内高校のインター
ンシップ受け入れ（年２
回／３～４日間）

◇ショッピング・旅行の
付き添い
◇童謡・カラオケ・茶道・
器楽の支援
◇施設行事への支援
（開園記念祭等）

◇舞踊慰問（誕生会時
の踊り訪問）

◇書道ボランティア
◇音楽療法ボランティア
◇手話グループボラン
ティア
◇着付けボランティア
◇実習生ボランティア
◇小学校
◇中学校

◇小学校故郷総合学習
（１年間を通して）
◇行事時の際の地域舞
踊愛好会慰問

熊救協自立支援（施設内）調査集計表

熊本県救護施設協議会調査・研究委員会




